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正
岡
子
規
の
岐
蘇
雑
詩
三
十
首

―
―
電
子
計
算
機
に
よ
る
漢
詩
技
法

の
検
出
―
―

一

本
稿
は
二
つ
の
主
題
を
持
つ
。

一
つ
は
電
子
計
算
機
に
よ
る
漢
詩
技
法
の
検

出
、
平
仄
記
号
の
表
示
と
、　
一
つ
は
正
岡
子
規
の
岐
蘇
雑
詩
三
十
首
の
漢
詩
技

法
の
問
題
と
、
そ
の
推
敲
上
の
問
題
と
で
あ
る
。

国
文
学
の
研
究
に
電
子
計
算
機
を
用
い
る
こ
と
は
、
デ
ー
タ
ー
処
理
を
ど
の

よ
う
に
行
な
う
か
に
よ
っ
て
、
き
わ
め
て
有
効
な
手
段
と
し
て
、
今
後
さ
ら
に

一
般
化
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
昭
和
五
十
七
年
か
ら
昭
和
五
十
八
年
に
か
け
て
、

パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
、
急
速
に
機
器
類
を
、
八
ビ
ッ
ト
か
ら
十
六

ビ
ッ
ト
ヘ
と
拡
大
化
し
、
従
前
の
六
十
四
キ
ロ
バ
イ
ト
か
ら
、
百
二
十
八
キ
ロ

バ
イ
ト
ヘ
と
容
量
を
増
し
、
漢
字

【ｏ
日

が
確
立
し
、
「
∽
第

一
水
準
で
二
千

九
百
六
十
五
字
の
漢
字
が
自
由
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
す
で
に

『
あ
第

二
水
準
の
漢
字

【ｏ
日

も
装
備
さ
れ
始
め
て
い
る
。

ま
た
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
・
デ
ィ
ス
ケ
ッ
ト
両
面
倍
密
度
で
一
メ
ガ
バ
イ
ト
の
容

量
を
持
ち
、
さ
ら
に
ハ
ー
ド

・
デ
ィ
ス
ク
を
内
蔵
し
た
も
の
で
七
メ
ガ
．ハ
イ
ト
、

そ
の
上
、
０
７
卜

を
リ
ン
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
マ
シ
ー
ン
と
し
て

構
築
す
る
と
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
レ
ベ
ル
で
、
最
大
八
十
メ
ガ

バ
イ
ト
に
及
ぶ
容
量
を
持
ち
う
る
段
階
と
な
り
、
国
文
学
の
分
野
に
お
い
て
も

不日
注
１

実
用
可
能
と
な

っ
て
き
た
。

本
稿
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
略
と

『
あ

第

一
水
準
で
可
能
な
範
囲
の
漢

詩
と
、
そ
の
平
仄
記
号
と
を

一
覧
に
す
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
二
種
に
分
か
れ
て

お
り
、
第

一
に
漢
字
デ
ー
タ
ー
、
第
二
に
漢
詩
を
表
示
し
、
そ
の
平
仄
記
号
を

印
字
す
る
も
の
で
あ
る
。
第

一
の
漢
字
デ
ー
タ
ー
は
ド
ラ
イ
ブ
Ａ
に
装
填
し
、

第
二
の
漢
詩
デ
ー
タ
ー
は
ド
ラ
イ
ブ
Ｂ
に
装
填
す
る
。
と
も
に
”
＞
８
０
言
語

で
記
述
し
た
。
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
操
作
上
の
問
題
と
、
容
量
と
、

速
度
と
、
ソ
フ
ト
面
で
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
問
題
と
に
よ
り
、　
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

は
沖
電
気
の

〓
∞
ｏ
ｏ
Ｂ
ｏ
一
２

０
ｏ
（
１６
ビ
ツ
ト
）
を
使
用
し
た
。
ア
イ
エ
フ
八

〇
〇
は
、
〓
∽
‐∪
ｏ
∽
上
で
動
き
、
〓
∽
‐∪
ｏ
∽
上
で
外
字
を
作
成
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
と
も
に
、
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
的
な
機
能
を
持

っ
て
い
る
た
め
に
、

り
ｏ
Φ
∞
８

（Ｚ
ｕ
ｏ
）
で
は
、
十
三
分
に
操
作
し
得
な
か
っ
た
漢
字
が
、
完
全
に

作
動
す
る
。

ド
ラ
イ
ブ
Ａ
の
漢
字
デ
ー
タ
ー
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
便
宜
上
、　
一
項
目
六
十
四

バ
イ
ト
を
設
定
し
、
１
項
目
番
号
、
２
タ
ン
ト
ロ
∽
コ
‐
ド
、
３
漢
字
、
４
韻
、

５
現
代
中
国
語
音
、
６
そ
の
他
に
区
分
し
た
。
漢
字
は
、　
一
漢
字
に
一
つ
の
韻

と
は
言
え
ず
、
四
以
上
の
韻
の
あ
る
漢
字
も
あ
る
が
、
容
量
の
関
係
か
ら
三
種

の
韻
を
収
納
可
能
な
限
度
と
し
、
四
種
以
上
の
時
は
記
号
で
、
そ
の
存
在
の
み

田

克

司



を
見
う
る
よ
う
に
試
み
た
。
そ
の
例
、

気
Ш
　
、
か
”
　

』
Ｐ

，
癖
囀
　
■
回
畔
　
料
剛
畔
　
鶏
導
‐
　
艦
濃
Ｈ

一
ヽ
０
∞
‐　
Ｏ
認
Υ
　
卜
∪
０
”
　
※
‐　
ド
いも

　

【，
いよ
　
卜
湘
Ⅷ
８
‐　
丼
Ⅷ
〓

右
の
よ
う
に
、
平
水
韻
を
二
種
持
つ
漢
字
に
は
二
種
、
そ
れ
ぞ
れ
現
代
中
国
語

音
と
対
応
す
る
よ
う
に
構
成
し
、
漢
字
の
検
索
を
項
目
番
号

（目
∽

コ
ー
ド
順

連
続
番
号
に
外
字

コ
ー
ド
を
接
続
）
、
シ
フ
ト

ロ
∽

コ
ー
ド
、
「
∽

コ
ー
ド
の

い
ず
れ
か
ら
で
も
可
能
な
よ
う
に
試
み
た
。
ま
た
、
漢
字
デ
ー
タ
ー
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
は
、
韻
字
百
六
韻
の
区
分

一
覧
、
現
代
中
国
語
音
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順

一
覧
な
ど
を
用
意
し
て
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
触
れ
な
い
。

ド
ラ
イ
ブ
Ｂ
の
漢
詩
デ
ー
タ
ー
に
は
、　
〓
ア
ー
タ
ー
に
、
百
二
十
八
バ
イ
ト

を
設
定
し
、
七
言
律
詩
が
収
納
可
能
な
よ
う
に
し
、
項
目
番
号
の
ニ
バ
イ
ト
を

除
け
ば
、
十
四
バ
イ
ト
し
か
余
裕
が
な
く
、
漢
詩
の
作
者
名
ま
た
は
、
表
題
な

ど
、
ご
く
必
要
な
も
の
に
限

っ
て
注
記
す
る
た
め
の
項
目
を
、
そ
の
十
四
バ
イ

ト
に
宛
て
た
。

平
水
韻
を
確
認
し
て
ゆ
く
た
め
に
、
ま
づ
ド
ラ
イ
ブ
Ｂ
か
ら
、
漢
詩
を
と
り

だ
し
、
そ
の
漢
詩

一
字

一
字
の
漢
字
の

『
あ

区
点

コ
ー
ド
を
識
別
さ
せ
、
そ

の
〓
∽
区
点

コ
ー
ド
を
計
算
さ
せ
て
、
ド
ラ
イ
ブ
Ａ
の
漢
字
デ
ー
タ
ー
の
項
目

番
号
を
呼
び
出
す
方
法
を
と

っ
た
。
つ
い
で
ド
ラ
イ
ブ
Ａ
の
漢
字
デ
ー
タ
ー
の

韻
字
デ
ー
タ
ー
を
読
み
と
ら
せ
、
七
言
律
詩
の
時
に
は
、
第

一
聯
よ
り
第
八
聯

ま
で
、
七
項
目
づ
つ
八
行
に
わ
た
っ
て
印
字
し
た
。
そ
の
五
十
六
項
目
の
平
水

韻
略
号
の
配
列
に
し
た
が

っ
て
、
平
声
の
場
合
に
は
○
印
を
、
仄
声
の
場
合
に

は
り
印
を
印
字
さ
せ
た
。
ま
た
「
∽
第

一
水
準
に
な
い
漢
字
で
、
外
字
作
成
を

し
て
い
な
い
漢
字
の
場
合
、　
ａ
、
平
声
の
み
の
漢
字
に
は
○

（平
水
韻
号
は
平

一戸
し
、
ｂ
、
仄
声
の
み
の
漢
字
に
は
０

（平
水
韻
略
号
は
上
去
入
０
）
、　
ｃ
、

平
声
仄
声
両
様
あ
る
漢
字
に
は
◎

（平
水
韻
略
号
は
◎
字
０
）
と
し
た
。
し
た

が

っ
て
平
仄
記
号
中
に
出
て
く
る
◎
印
は
、
平
声
、
仄
声
い
ず
れ
も
持
つ
漢
字

が
該
当
箇
所
に
存
在
す
る
が
、
「
∽
第

一
水
準
に
は
存
在
し
な
い
漢
字
で
あ
る

こ
と
を
示
す
。

以
上
が
左
に
例
示
す
る
１

¨
平
水
韻
略
号
と
２

¨
平
仄
記
号
の
概
略
で
あ
る
。

作
表
上
煩
雑
に
な
り
す
ぎ
る
た
め
、
仄
声
の
所
属
漢
字
、
例
え
ば
上
声

一
董
韻

の
董
な
ど
を
印
字
せ
ず
、
平
声
の
漢
字
の
み
を
印
字
し
た
。
便
宜
上
の
こ
と
で

あ

っ
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
上
困
難
な
問
題
で
は
な
い
。

さ
て
３

¨
平
水
韻
略
号
第
二
に
つ
い
て
、
前
述
し
た

「来
」
に
見
る
よ
う
に
、

「来
」
は
上
平
声
十
灰
韻
と
、
去
声
十

一
隊
韻
と
を
持
つ
。
「来
」が
去
声
で
あ

る
時
に
は
、　
通
例
の

「来
る
」
の
意
で
は
な
く
、
「ね
ぎ
ら
う
、
ね
ぎ
ら
つ
て

は
げ
ま
す
」
意
で
あ
る
。
つ
ま
り
一
般
性
を
も
つ
韻
字
を
第

一
と
し
、
限
定
さ

れ
た
用
法
の
韻
字
を
第
二
と
し
て
扱

っ
た
。
３

¨
平
水
韻
略
号
第
二
と
４

¨
平

仄
記
号
第
二
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
１
¨
平
水
韻
略
号
、
２

¨
平
仄
記
号
と
同
様

で
あ
る
が
、
漢
字
の
韻
が
単

一
の
場
合
に
は

「
〓
」
で
記
し
、
前
述
の
平
声
の

み
の
漢
字
○
と
、
仄
声
の
み
の
漢
字
０
は
、
た
と
え
二
種
以
上
の
韻
を
持
つ
場

合
で
も
、
重
複
し
て
記
さ
な
か
っ
た
。
し
か
し
平
声
仄
声
両
様
あ

る
漢
字

に

つ
い
て
は
、
３

¨
平
水
韻
略
号
第
二
、
４

¨
平
仄
記
号
第
二
に
重
複
さ
せ
て
記

し
た
。
こ
こ
に
例
と
し
て
杜
甫
の

「登
高
」
を
見
る
。
律
詩
の
範
た
る
様
子
を

こ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
韻
は
上
平
声
十
灰
韻
、
第

一
、
二
以
下
偶
数
聯

に
押
韻
し
、
二
四
不
同
、
二
六
対
で
、
粘
法
も
整
い
、
前
聯
後
聯
の
対
句
も
ま

た
美
し
い
。
第

一
聯
第
二
字
急
、
同
第
六
字
哺
、
第
八
聯
第
二
字
倒
が
、
そ
れ

ぞ
れ
孤
仄
と
な

っ
て
い
る
。
平
仄
記
号
第
二
よ
り
見
て
、
「風
」
の
去
声

一
送
韻

「濠
」
の
上
声
十
九
皓
韻
と
入
れ
換
え
る
と
、
孤
仄
が
消
え
る
よ
う
に
見
え
る

注
３

が
、
そ
れ
ぞ
れ
意
義
を
異
に
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
入
れ
換
え
は
不
能
で
あ
る
。



風
急
天
高
猿
哺
哀

渚
清
沙
自
鳥
飛
廻

無
辺
落
木
爺
爺
下

不
尽
長
江
波
濃
来

万
里
悲
秋
常
作
客

百
年
多
病
独
登
台

顛
難
苦
恨
繁
霜
髪

濠
倒
新
停
濁
酒
杯

上
平
　
１
東

上
声
　
６

上
平
　
７
虞

入
声
　
５

去
声
１
４

入
声
１
１

上
平
１
５
側

下
平
　
４
豪

入
声
１
４

下
平
　
８
庚

下
平
　
１
先

上
声
１
１

上
声
　
４

下
平
　
１
先

上
平
１
４
寒

上
声
１
９

下
平
　
１
先

下
平
　
６
麻

入
声
１
０

下
平
　
７
陽

上
平
　
４
支

下
平
　
５
歌

上
声
　
７

上
平
１
１
真

杜
甫下

平
　
４
豪

入
声
１
１

入
声
　
１

上
平
　
３
江

下
平
１
１
尤

去
声
２
４

去
声
１
４

下
平
　
９
青

上
平
１
３
元

上
声
１
７

下
平
　
２
爺

上
声
１
３

下
平
　
７
陽

入
声
　
１

上
平
１
３
元

入
声
　
３

１
…
平

去
声
１
８

上
平
　
５
微

下
平
　
２
爺

上
声
１
３

入
声
１
０

下
平
１
０
蒸

下
平
　
７
陽

上
声
２
５

水

韻

略

号

上
平
１
０
灰

上
平
１
０
灰

上
声
２
１

上
平
１
０
灰

入
声
１
１

上
平
１
０
灰

去
声
１
２

上
平
１
０
灰

○〇●●● o● o

●○〇●●○〇●

〇●○○〇●Oo

〇●● ○〇●● o

●〇●〇●〇●○

● ○ 〇 ● ● ○ 〇 ●

2

平

〇 ● 〇 ● o● oo仄

記

号
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去
声
　
１

〓〓入
声
　
６

〓〓〓上
声
１
９

去
声
１
５

一
至

戸
２

０

ｑ

ｉ

ｎ

ｇ

ｌ

■
９

ｌ

ａ

ｎ

ｌ

・Ｊ

ｉ

ｎ

一
４

ｎ

・ｌ

ａ

ｎ

２

ｎ

ａ

ｎ

２

ｄ

ａ

■

３

入
声
　
４

〓〓〓
去

声

２

１

〓去

声

２

３

〓

３
…
平

● ‖‖‖● ‖‖●

●● ‖‖‖‖‖‖

‖‖‖‖● ‖‖‖

‖ ‖ ‖ ‖ ‖ ‖ ‖ ‖

‖○ ‖‖‖‖‖‖

‖● ‖● ‖‖‖●

‖‖○ ‖●● ‖‖仄

記

ｆ

ｅ

ｎ

ｇ

ｌ

ｚ

ｈ

ｕ

３

ｗ

ｕ
２

ｂ

ｕ

４

ｗ

ａ

ｎ
４

ｂ

ａ

・１

３

・１

ｌ

ａ

ｎ

ｌ

ｌ

ａ

■

２

一
一

　

　

　

・

一
一

　

　

　

・

一
一

　

　

　

・

上

声

２

２

ｓ

ｈ

ａ

ｌ

ｌ

ｕ

０

４

ｃ

ｈ

ａ

ｎ

ｇ

一
２

ｂ

ｅ

・１

１

ｄ

ｕ

０

１

ｋ

ｕ

３

Ｘ

・ｌ

ｎ

ｌ

一
一

　

　

　

・

一
一

　

　

　

・

一
一
　

　

　

　

・

一
一
　

　

　

　

・

一
一
　

　

　

　

・

一
一

　

　

　

・

上
平
１
４
寒

一
一

　

　

　

・

ｎ

・ｌ

ａ

０

３

ｘ

・ｌ

ａ

０

１

ｋ

ｕ

ｎ

３

ｃ

ｈ

ａ

ｎ

ｇ

２

ｄ

ｕ

２

ｆ

ａ

■

２

ｚ

ｈ

ｕ

０

２

ｇ

ａ

０

１

ｍ
ｕ
４

Ｊ

ｉ

ａ

ｎ

ｇ

ｌ

●
■
ｌ

ｕ

ｌ

ｂ

ｉ

ｎ

ｇ

４

ｈ

ｅ

ｎ

４

十
〓
ｉ

ｎ

る́
，
一

水

韻

略

号

第

二

一
一
　

　

　

　

・

一
一
　

　

　

　

・

去
声
２
２

去
声
１
１

一
一
　

　

　

・

上
平
　
４
支

一
一

　

　

　

ｏ

一
一

　

　

　

・

４
…
平

号

第
　
一
一

‥

現

代

中

国

語

音

ｘ
・ｌ

ａ

０

４

　

　

　

ａ
・１

１

ｆ

ｅ
・１

１
ェ　
　
　
　
　
　
　
，ｎ

ｕ
・ｌ

ｏ
を

ｘ
・ｌ

ａ

０

ｌ

　

　

　

ｘ
・ｌ

ａ

４

ｋ

ｕ

ｎ

３

　

　

　

１

，

上

２

ｚ

ｕ

０

４

　

　

　

　

ｋ

ｅ

４

ｄ

ｅ

ｎ

ｇ

ｌ
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０

０
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０

　

　

　

　

　

　

０

０

● ‖‖‖‖‖‖‖

● ‖‖‖● ‖‖‖

‖‖ ‖‖● ‖‖ ‖

‖ ‖ ‖ ‖ ‖ ‖ ‖ ‖

‖○ ‖‖‖‖‖‖

‖ ‖ ‖ ‖ ‖ ‖ ‖ ‖

‖‖○ ‖● ‖‖

ｐ

ｏ

一
２

‥

現

代

中

国

語

音

第

二

ｏ

ｏ

　

　

　

　

ｌ

，

上

４

０

０

　

　

　

　

　

　

　

ｙ

ｉ

一
２

‥

平

仄

記

号

第

四

45



仄
起
の
形
で
第
二
聯
の
第
五
字
の
仄
、第
二
聯
の
第
五
字
平
、第
五
聯
の
第
五
字

平
、第
六
聯
の
第
五
字
仄
、第
七
聯
の
第
五
字
平
、
す
べ
て
平
仄
の
法
に
か
な

っ

た
構
成
と
な

っ
て
い
る
。
参
考
に
付
し
た
現
代
中
国
音
に
よ
る
平
仄
の
識
別
は
、

急
白
独
濁
の
入
声
音
を
仄
記
号
に
変
換
す
れ
ば
可
能
な
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

二

子
規
の
岐
蘇
雑
詩
三
十
首
は
、
明
治
二
十
四
年
六
月
二
十
五
日
か
ら
七
月
四

日
の
十
日
間
の
木
曽
旅
行
を
も
と
に
創
作
し
た
漢
詩
で
あ

っ
て
、
紀
行
文

「
か

け
は
経
¨
嘲
け
綬
い
改
綺
け
」
¨
¨
働
昴
中
町
嚇
誂
婦
」
け
」
は
雑 っ
静
章
¨
議

の
初
案

（「諸
先
生
側
正
詩
稿
」
所
収
、
『子
規
全
集
』
第
九
巻
）
を
紹
介
し
、

織
嚇
】
純
』
精
卿
騨
椰
論
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
「子
規
全
集
』
（講
談

こ
の
三
十
首
の
構
成
を
見
る
と
、
其

一
は
韻
書

（平
水
韻
）
で
示
す
上
平

一
東
で
押
韻
し
て
あ
り
、
其
二
は
二
冬
の
韻
、
其
三
は
三
江
の
韻
、
（中
略
）

其
十
六
か
ら
下
平
に
移
り
、
其
十
六
は
一
先
の
韻
で
、
其
二
は
二
爺
の
韻

で
押
韻
し
、
以
下
其
三
十
を
十
五
威
の
韻
で
押
韻
す
る
ま
で
、
下
平
十
五

韻
の
全
部
を
そ
の
順
序
ど
お
り
の
韻
を
踏
ん
で
制
作
し
て
あ
る
。
つ
ま
り

三
十
首
は
、
上
平
十
五
韻
下
平
十
五
韻
、
平
声
三
十
韻
で
韻

，
書
の
示
す
と

お
り
の
順
序
に
押
韻
し
て
構
成
し
た
連
作
で
あ
る
。

と
、
新
し
い
看
点
で
岐
蘇
雑
詩
三
十
首
の
趣
向
の
妙
味
を
見
出
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
そ
の
先
段
に
つ
い
て

「随
録
詩
集
」
第
二
編
、

「富
士
の
寄
せ
書
」
所
収

の

「粂
雪
別
草
」
翁
子
規
全
集
』
第
二
十
巻
二
四

一
頁
）
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、

子
規
は
予
て
こ
の
三
十
首
に
倣

っ
て
、
上
平
十
五
韻
下
平
十
五
韻
を
並
べ

て
平
声
三
十
韻
の
七
律
三
十
首
を
作
る
夢
を
抱
き
続
け
て
い
て
、
旅
に
出

る
前
か
ら
富
士
に
対
し
て
木
曽
を
主
題
に
そ
の
三
十
首
を
試
み
る
意
図
を

抱
い
て
い
た
に
違
い
な
い
。
年
月
を
か
け
て
練
り
上
げ
た
苦
心
会
心
の
自

信
作
で
あ
る
。

と
述
べ
ら
れ
た
。
新
し
い
発
見
で
あ

っ
た
。

岐
蘇
雑
詩
三
十
首
は
、
明
治
二
十
五
年
八
月
十
三
日
、
新
聞

「
日
本
」
に
「類

祭
書
屋
俳
話
」
と
と
も
に
、
三
十
首
中
の
其

一
、
其
四
、
其
五
が
発
表
さ
れ
、

翌
八
月
十
四
日
に
三
十
首
中
の
其
六
、
其
七
、
其
十
が
、
八
月
十
六
日
に
三
十

首
中
の
其
十
五
、
其
十
六
、
其
十
七
が
、
八
月
十
七
日
に
三
十
首
中
の
其
二
十
、

其
二
十
五
、
其
二
十
六
が
、
八
月
十
八
日
に
三
十
首
中
の
其
二
十
七
、
其
二
十

八
、
其
二
十
九
が
、
ひ
き
つ
づ
き
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
す
で
に
五
月
二
十

七
日
よ
り
六
月
四
日
ま
で
六
回
に
わ
た
っ
て

「
か
け
は
し
の
記
」
が
発
表
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
子
規
の
意
欲
的
で
、
多
彩
な
登
場
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

子
規
の
木
曽
旅
行
の
計
画
は
、
三
十
韻
三
十
首
の
構
想
が
で
き
あ
が

っ
た
段

階
で
、
す
で
に
胸
中
に
あ

っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は

「
諸
先
生
側

正
詩
稿
」
の
、
岐
蘇
雑
詩
三
十
首
の
序
で

蓋
木
曽
之
山
三
十
余
里
、
千
匝
万
畳
、
塵
気
不
到
、
安
知
非
造
物
者
別
造

一
乾
坤
、
而
侯
天
下
之
厭
世
家
乎

と
述
べ
た
よ
う
に

「木
曽
の
三
十
里
」
が
結
び
つ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
三
十

里
三
十
韻
三
十
首
の
場
所
と
し
て
木
曽
が
あ
り
、
そ
こ
に
子
規
の
洒
落
が
あ

っ

た
。
こ
の
着
想
は
、
房
総
旅
行
直
後
に
得
た
よ
う
で
、
親
友
大
谷
是
空
に
宛
て

た
書
簡
で
小
生
も
先
日
中
少
々
頭
部
を
攻
撃
せ
ら
れ
た
る
に
よ
り
早
速
房
州
旅
行
と

出
掛
候
が
今
度

ハ
大
磯
行
杯
の
比
に
非
ず
菅
笠
を
戴
き
蓑
フ
か
ぶ
り
、　
一

足
の
わ
ら
ん
じ
も
二
日
は
く
な
ど
、
そ
の
勇
気
打
扮
、
君
等
富
家
の
子
弟



ニ
ハ
薬

二
見
せ
た
き
位

二
御
座
候
　
此
夏
も
亦
同
じ
姿
で
木
曽
道
中
と
出

か
け
る
積
り
故
君
若
し
大
阪
に
ゐ
給

ハ
ヾ
其
時
こ
そ
我
黒
仏
的
の
尊
顔
を

拝
ま
せ
申
べ
し
。

明
治
二
十
四
年
四
月
七
日
に
書
き
送

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
察
し
う
る
の
で
あ

石
の
情
絲
廓
輸
）
林
噌
轍
断
い
嘲
¨
設
¨
詢
姉
」
安
ぃ
る
こ
と
か
ら
見
て
、
漱

た
だ
、
「
か
け
は
し
の
記
」
の
草
稿
が
残
ら
ず
、
岐
蘇
雑
詩
三
十
首
の
初
稿
が
、

明
治
二
十
五
年
三
月
二
十
四
日
内
藤
鳴
雪
の
批
評
を
う
け
、
四
月
二
十

一
日
竹

村
鍛
の
批
評
を
う
け
て
い
る
の
で
、
三
十
里
三
十
韻
三
十
首
の
創
作
は
、
木
曽

旅
行
後
ほ
ぼ
半
年
を
経
た
時
と
、
は
ば
を
も

っ
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

た
は
¨
螂
嘲
”
』
罐
赫
赫
計
は
一
［
い
榊
¨
持
「
っ 寒
御
哺
林
」
赫
罐
嚇

「
的
瞳
わ
」 っ

発
表
後

「漢
詩
稿
」
に
記
さ
れ
た
岐
蘇
雑
詩
三
十
首
は
、
そ
の
後
も
部
分
的
に

修
正
が
入
り
、
三
十
首
中
の
其
五
は
、
明
治
二
十
八
年
秋
、
森
円
月
の
依
頼
に

よ
り
揮
亀
さ
れ
た
時
に
は
、
「老
樹
」を

「緑
樹
」
に
、
「暑
気
」を

「
日
影
」
に
、

「金
鼎
猶
余
」
を

「遺
気
猶
留
」
に
訂
正
し
て
い
る
。
　
こ
れ
ら
の
定
稿
後
の
改

変
は
、
本
稿
別
表
の

「改
」
と
し
て
、
定
稿
と
の
平
仄
の
相
違
を

一
覧
化
し
た
。

ま
た
、
初
稿
か
ら
定
稿
へ
の
推
敲
に
つ
い
て
、
「し
や
く
ら
れ
の
記
」
な
ど
に

見
え
る
、
明
治
二
十
三
年
の
三
井
寺
僑
居
の
漢
詩
と
比
較
す
る
ぉ
「
三
十
韻
の

韻
字
の
み
に
限
定
し
て
も
、
抜
本
的
な
改
作
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
対
比
は
前

記
渡
部
論
文
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

三

左
に
岐
蘇
雑
詩
三
十
首
の
定
稿
と
、平
水
韻
略
号
。平
仄
記
号
を

一
覧
に
す
る
。

印
字
に
あ
た
っ
て

「
あ

第

一
水
準
に
な
い
三
十
首
中
の
漢
字
は
、
判
読
の

便
宜
上

「け
○
黎
」
を
避
け
、
そ
れ
ぞ
れ
該
当
の
漢
字
を
挿
入
し
た
が
、
平
水

韻
略
号
の
欄
は

「平
声

一
」
「上
去
入
０
」
「◎
字
」
と
印
字
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
場
合
で
も
、
平
仄
記
号
は
、
〓
∽
第

一
水
準
に
入
ら
ぬ
漢
字
の
平
仄
を
正
し

く
配
列
し
て
い
る
。

「
∽
第

一
水
準
に
な
い
漢
字
で
、
押
韻
の
漢
字
と
し
て
重
要
な
も
の
は
、
外

字
処
理
に
よ
っ
て

一
字
づ
つ
作
成
し
、
前
述
の
Ａ
ド
ラ
イ
ブ
中
の
漢
字
デ
ー
タ

ー
に
登
録
し
て
あ
る
の
で
、
「
∽
第

一
水
準
の
漢
字
と
同
様
に
処
理
し
て
あ
る
。

そ
の
後
に
掲
げ
た
表
の
意
味
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

第

一
欄
、
三
十
首
中
の
其

一
よ
り
其
三
十
ま
で
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
示
す
。

「諸
先
生
刑
正
詩
稿
」
中
の
三
十
首
を
「初
」、
「漢
詩
稿
」
中
の
三
十
首
を
「定
」、

「漢
詩
稿
」
中
に
加
筆
さ
れ
た
も
の
を

「改
」
と
略
号
で
示
す
。

第
二
欄
、
四
声
と
押
韻
。

第
三
欄
、
平
起
と
仄
起
の
区
分
。

第
四
欄
、
二
四
不
同
の
確
認
。
二
四
の
間
に
拗
体
の
あ
る
時
は
、
そ
の
該
当

漢
字
を
示
す
。

第
五
欄
、
二
六
対
の
確
認
。
二
六
の
間
に
拗
体
の
あ
る
時
は
、
そ
の
該
当
漢

字
を
示
す
。

第
六
欄
、
粘
法
。
二
四
六
と
も
に
粘
法
の
時
は

「粘
」、
四
ま
た
は
六
が
粘

法
の
時
は

「
四
粘
」
「
六
粘
」
。
拗
体
の
時
に
は

「
不
粘
」
で
示
す
。

第
七
欄
、
孤
平
の
確
認
じ
該
当
の
漢
字
を
示
す
時
に
、
各
聯
を
漢
数
字
で
、

何
字
目
か
を
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
示
す
。
空
欄
は
孤
平
が
存
在
せ
ぬ
事
を
示
す
。

第
八
欄
、
孤
仄
の
確
認
。
他
は
第
七
欄
に
同
じ
。

第
九
欄
、
平
三
連
、
仄
三
連
の
確
認
。
空
欄
は
三
連
の
存
在
せ
ぬ
事
を
示
す
。

ま
た
○
印
と
日
付
と
は
新
聞

「
日
本
」
発
表
日
付
で
あ
る
。

第
十
欄
、
注
記
。
番
号
は
三
十
首
中
の
注
番
号
。



●00● ●00●

平

0● 0● 0● 00仄

記

号

共

一
一

攣

　

辟

情
散
寒
村
家

族
撲
　
　
　
　
　
回
看
飛
路
“
奎
璽
重

茎

暑

基

助

日

　

　

　

唇

信

惚

獲

１

度

２

　

‐

平

水

餞

略

号

制̈呻　卿̈一　鋼̈̈一　一̈一　い一̈一　一̈̈一　一入一一

0000● 000

●00● ●00●

00● 0● 00●

0● ●00● ●0

平

0● 0● 0● 00仄

記

号

軍灸吉う0キ誨革

麟      文

軍葦菩T卓声,卓
麟   先生  冬

委吉V軍蓄卓革卓

歌豪 冬支魚

オ番キ香オ軍↓秀
田  先●

各革今軍雫平軍斉

冬 陽  蒸青

番青仝キキ芸憲VT
灰文  陽 1

平

華今車芸幸姜華卓奮
東  東 東 東東略

号

共
　
一　
　
群
峰
如
剣
刺
蒼
空

古
寺
鐘
伝
層
樹
外

百
馨

露

響

省

紫

針
論
里
尻
撃
籠
陽
耀
珈

平

0● 0● 0● 00仄

記

号

●00● 000●

000000● 0

平

0● 000● 00仄

記

号
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支   0素 先
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共
　
四
　
　
一
人
蛛
渓
物
尽
奇
　
　
　
　
煙
霞
又
幕
平
生
痴

雨
穿
絶
壁
松
根
怒
　
　
　
　
水
動
曖
競
仏
座
危

彰
綺
場
曇
嗜
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苫
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鷺
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人
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餃

略

号

入
声
　
４
　
　
　
　
入
声
‥
‘
　
　
　
　
上
平
　
′
ｎ
　
　
　
よ
半
　
８
斉

　
　

入
声
　
５
　
　
　
　
上
声
１
１
　
　
　
　
■
平
　
‘
支

下
平
　
―
先
　
　
　
下
平
　
０
麻
　

　

上
平
　
４
支

　

　

上
声
２
２
　
　
　
　
去
声
１
５
　
　
　
　
下
平
　
８
庚

　
　

上
平
　
‘
支

上
声
　
，
　
　
　
　
去
声
１
７
　
　
　
　
入
声
　
９
　
　
　
　
入
声
１
２
　
　
　
　
上
平
　
２
冬

　
　

上
平
１
３
元

　
　
去
声
　
７

■
声
　
４
　
　
　
　
上
声
　
―
　
　
　
　
下
平
Ｉ
Ｓ
威
　
　
　
下
平
１
６
威
　
　
　
入
声
　
５
　
　
　
　
去
声
２
１
　
　
　
　
上
平
　
４
支

下
平
１
５
放
　
　
　
去
声
　
０
　
　
　
　
上
平
１
２
文
　
　
　
下
平
　
７
場
　
　
　
下
平
　
８
庚
　
　
　
下
平
　
７
陽

　
　

去
声
　
７

平
声
　
・　
　
　
　
■
平
１
０
灰

　
　

去
声
　
７
　
　
　
　
入
声
１
４
　
　
　
　
上
声
　
４
　
　
　
　
上
平
‥
―
真
　
　
　
上
半
　
４
支

下
平
　
７
場
　
　
　
Ｉ
半
　
７
陽
　
　
　
上
声
１
４
　
　
　
　
入
声
　
１
　
　
　
　
去
声
２
３
　
　
　
　
上
平
　
４
支
　
　
　
入
声
　
９

下
平
　
６
麻

　
　
上
声
１
７
　
　
　
　
上
戸
２
３
　
　
　
　
下
子
１
１
尤

　
　
上
平
　
８
斉

　
　
上
声
　
‘
　
　
　
　
上
平
　
４
支

路
入
岐
蘇
形
勝
雄

絶
崖
露
断
乱
雲
中

万
里
河
山
落
日
紅

爺
議
駅
馬
独
可
風

字幾
　
‐

共　一二　　動麟蜘嚇期獣薬

床
下
水
声
揺
客
枕

基
屁
警
僣
抒
落

平
成
盲

否

無
双

崎
壁
石
歌
神
力
江

屋
頭
山
色
籠
煙
窓

半
夜
隔
聡
間
吠
た

ヱ皮
　
３
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●000● ●00

●000000●

0● ●00● ●0

●0● 000● ●

000● ●00●

平

00000● 00仄

記

号

000● ●00●

●00● ●●0●

0● 0000● 0

平

000● 0● 00灰

記

号

壽軍革幸キ灸番軍

豪寒寒   先

蓄軍番斉装卓番告

先   東

軍声革委善卓吉薫

先  冬  支 斉

軍
青美キ
幸声蓄
キ

麟  0凛 徴   元

美i:iii夫 :
0東  翼文目 0

蓄平革声青幸革オ
威東  冬支  1

●000000●

0● 000● 00

●000● 00●

平

0● 0● 0● 00灰
記

号

共

エハ

鯰”措
屋
甲
食
坐

曇

垂

嘗

出

上
声
１
９
　
　
　
　
上
声
　
７
　
　
　
　
下
平
１
３
軍
　
　
　
下
平
　
‥
先
　
　
　
上
声
　
―
　
　
　
　
去
声
　
Ｓ
　
　
　
　
上
平
　
５
餞

入
戸
　
４
　
　
　
　
卜
一平
　
４
支

　
　
上
雲
入
　
０
　
　
　
上
雲
入
　
０
　
　
　
芸
声
１
２
　
　
　
　
■
平
　
９
佳

　
　
上
平
　
５
薇

入
声
１
０
　
　
　
　
下
平
　
２
露
　
　
　
Ｌ
声
　
４
　
　
　
　
上
戸
　
７
　
　
　
　
圭
戸́
２
２
　
　
　
　
下
平
１
０
烹
　
　
　
上
声
１
３

■
平
１
２
文

　

　

入
声
　
１
　
　
　
■
平
１
５
田

　

　

■
平
　
３
江
　

　

去
声
２
６
　
　
　

入
声
　
５
　
　
　

■
辛
　
５
徹

下
平
‥
２
●

　
　
上
声
２
４
　
　
　
　
下
平
‥
―
尤
一　
　
卜
平
　
―
魚

　
　
去
戸
１
７
　
　
　
　
上
平
‥
‘
寒
　
　
　
上
戸
２
●

上
７
１
０
灰
　

　

上
平
１
２
文

　

　

上
平
　
１
東
　

　

上
戸
２
０
　
　
　
　
去
声
１
３
　
　
　
　
■
平
　
６
魚

　

　

上
平
　
５
徴

下
平
　
５
歌

　
　

下
平
　
１
先

　
　

入
声
ｌ
ｏ
　
　
　
　
入
声
１
３
　
　
　
　
上
声
　
９
　
　
　
　
上
平
１
５
用

　
　

上
声
１
２

去
声
２
０
　
　
　
　
上
声
１
４
　
　
　
　
上
平
　
４
支

　
　

上
平
　
８
斉
　
　
　
去
戸
　
２
　
　
　
　
上
声
１
０
　
　
　
　
■
平
　
，
徴

共
　
五
　
　
老
召
参
蓉
景
気
微

密
家
古
寺
綺
崎
嵯

３

″承

寒
渾
胞
塾
仏
同
居

夢
葬
仙
議
躍
大
虚

ヱ皮
　
６

一
饉
邸
鵬
認
砦
扉

雲
宿
問
窓
昼
不
飛

去
豆
Ⅳ
城
工
勢
な
幻
鍋
餐
磯
一

”
律
菱
奨

葉

電

蕊

　
５
　

‐
平
水
颯
略

号

共
　
七
　
　
一壼
米
意
気
尚
豪
鹿

河
帯
寒
光
入
濃
尾

墜
呂
沓
ゴ虻
筆
少

試
上
峰
頭
一
長
哺

孤
型

繁

又
客
途

山
鎮
套
暴
”
嵯
摯

平
企
Ｌ
一章
蒼
鳥
）導
辻

壮
観
如
此
与
誰
倶

ヱ幾
　
７

三
嘗

ｘ審

雷

湊

万
重
山
脈
走
東
西

林
暗
鳥
飛
天
狗
哺

平

水

餃

略

号

●Ｉ
，

６
魚

上
半

０
魚

卜

戸

２

７

●５
，

６
魚

■
戸
２
１

・Ｊ
〒

０
魚

去
声
２
３

■
平
　
６
魚

去
戸
１
４
　
　
　
■
半
　
２
冬
　

　

上
平
‥
５
ｍ

　

　

入
声
‥
‥

上
戸
１
９
　
　
　
　
下
平
１
２
優
　
　
　
上
平
ｌ
ｌ
真
　
　
　
入
声
１
４

下
平
１
２
屁
　
　
　
去
声
２
８
　
　
　
　
上
戸
‥
，
　
　
　
　
■
半
　
５

去
声
―
夕
　
　
　
　
上
雲
入
　
ｏ
　
　
　
入
声
　
Ｓ
　
　
　
　
下
平
１
■

去
声
―
夕
　
　
　

上
雲
入
　
ｏ

ニ
メ
１
７
　
　
　
　
■
ヨ
ス
　
●
　
　
　
ス
声
　
Ｓ
　
　
　
　
下
平
１
３
コ
　
　
　
下
平
　
７
用
　
　
　
上
戸
２
５
　
　
　
　
去
声
　
―

上
平
１
２
文
　
　
上
平

９
佳
　
　
上
戸
１
５
　
　
　
上
声
１
９
　
　
　
去
声
２
３
　
　
　
■
平
　
１
東
　
　
上
平
　
８
斉

．

薄
Ｈ
鶴
　

準
″
８
‐。　

準
‥〕
　

馨
‐黒
　

育
響
品
　

静
経

　

誠

・８

入
声
‥
‥
　
　
　
　
上
声
２
５
　
　
　
　
■
平
　
１
東
　
　
上
平
　
８
斉

入
声
１
４
　
　
　
上
戸
２
１
　
　
　
■
平
　
７
費
　
　
去
声

４

馨
‐轟
　
育響
鰈
　
静
経
　

隷

躊

戦
慄
不
撮
重
蛋
ム
　
　
　
　
雪
抑
覆
道
望
電
０
番

　̈
８

入
声
１
１
　
　
　
　
■
声
１
９
　
　
　
　
卜
戸
　
‘
　
　
　
　
下
平
１
１
尤
　
　
　
一人
声
‥
０

去
戸
１
４
　
　
　
　
■
半
　
２
冬
　
　
　
上
平
‥
５
ｍ
一　
　
　
入
声
‥
‥
　
　
　
　
上
戸
２
５

辞
口Ｔ
　
轟
‥「
　
暴
‥「
　
聯
‐‐‐Ｆ
　
轟
］Ｔ
　
聯
口襲
　
轟
［鶴

華

畠

平
ψ
嘉

号

共
　
八
　
　
翠
微
攀
尽
夕
陽
低

百
道
水
流
落
南
北

草
深
人
立
野
狐
戯

●●0● 000●

0● ●00● 00

000● ●00●

●00● 000●

00● 0● ●0●

00● 000● 0

平

0● 0● 0● 00仄
記

号

青畜軍今キ軍革毒
先 尉歌度

キ毒奏軍幸誇オキ
寒  0豪 冬  灰

幸幸キ吉憲キ軍蓄
魚冬文  寒嬌

吉平平希蓄革軍蓄

尤侵  隅臓

美各寺幸オ肴華青
東   支

革vT吉軍革準各軍

支場  麟支冬 豪 I

平

:i:i:i:i農
虞 虞  虞  虞農略
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共
　
九
　
　
盤
Ｔ
之
♯
倉
ふ
象
住
　
　
　
　
　
沿
途
鳥
雀
喜
暗
嗜

千
年
寺
観
要
登
覧
　
　
　
　
万
斜
煙
霞
入
壮
懐

地
少
平
原
斜
日
落
　
　
　
　
　
山
多
霊
蹟
百
雲
埋

昴
墓
罪
驚

老

　
　

　

維

訴

¶髪
病
骸
覆

　
９
　

‥
平
水
績

略
号

一̈̈̈
　需̈一　嚇̈̈一　一̈̈一　榊̈【　需中　一̈］

”

共
十

一　
　
煙
嵐
帯
日
書
光
新
　
　
　
　
　
満
望
荒
派
長
頼
榛

日
似
少
生
ヽ
催
老
　
　
　
　
　
山
如
太
古
不
知
貧

緑
陰
曽
有
釣
籠
客
　
　
　
　
　
仙
跡
登
無
種
玉
人

一
表
陶
然
酔
成
夢

　

　

　

白
轟

義

去
番

Ｆ

麗

１

　

‐
平
水
績

疇
号

い̈̈一　器̈一　一̈̈一　中̈一　一‥̈鵬　一̈̈一　器̈一

共

十

二
　
　
細
蛹
燃
晋
塾
昼
ヌ
紛
　
　
　
　
　
ユ堕
有
創
競
＝
妻
夏
分

寒
随
征
馬
耳
頭
変
　
　
　
　
晴
雨
行
人
享
上
分

無
瞑
江
山
似
巴
蜀
　
　
　
　
　
有
心
古
老
説
将
軍

邊

撃
督

踊
コ

処

　

　

　

要

毯

彗

夕

嘔

麗

１
２

　

‥

平

水

餞

略

号

去
声
　
８
　
　
　
　
〓去
声
　
０
　
　
　
　
■
平
　
８
斉
　

　

上
平
　
―
東
　
　
　
Ｉ
半
　
７
鵬
　
　
　
去
声
　
５
　
　
　
　
上
平
１
２
文

上
平
　
‘
支
　
　
　
上
半
１
４
寒

　
　

下
平
　
８
庚
　
　
　
入
声
１
３
　
　
　
　
上
戸
　
７
　
　
　
　
上
一半
　
‘
支
　
　
　
上
平
１
２
文

上
平
１
４
寒
　
　
　
平
戸
　
・　
　
　
　
下
平
　
８
良
　
　
　
上
声
２
１
　
　
　
　
■
戸
　
‘
　
　
　
　
下
平
１
‥
尤

　
　

去
声
１
７

下
平
　
８
庚
　

　

上
戸

？
　
　

　

下
平
　
８
庚
　

　

上
平
１
１
真

　

　

上
戸
２
２
　
　
　
去
戸
２
３
　
　
　

■
平
１
２
文

・よ
予
　
７
自
　
　
　
上
声
１
５
　
　
　
　
■
＋
　
３
江
　
　
　
上
平
Ｉ
Ｓ
田
　
　
　
上
声
　
４
　
　
　
　
下
平
　
６
麻
　
　
　
上
去
入
　
０

上
声
２
５
　
　
　
　
下
平
１
２
優

　
　

上
声
　
７
　
　
　
　
上
声
１
９
　
　
　
　
入
声
　
―
　
　
　
　
下
平
　
７
腸
　
　
　
上
半
１
２
文

下
平
　
２
菫
　
　
　
下
平
　
２
露
　
　
　
上
平
　
‥
東
　
　
　
上
声
１
９
　
　
　
　
入
声
―
―
　
　
　
　
下
平
　
５
歌
　
　
　
去
声
　
０

入
声
　
‘
　
　
　
　
入
声
　
７
　
　
　
　
上
平
　
４
支

　
　

下
平
　
Ｉ
先

　
　
去
声
‥
５
　
　
　
　
入
声
１
１
　
　
　
　
■
半
１
２
文

●000● ●●●

00000000

0● ●00● ●0

●0● 0● 0● 0

平

0● 0● 0● 00仄
記

号

今軍軍キ今青オ十
庚先文

香軍軍書各卓革蓄

侵優   目冬

革軍華番軍華革軍

斉塩螢 豪栞支場

革
毒オ
番軍
希吉
軍

東   庚   鵬

委軍委卓委革灸吉

蒸 支 東

杏卓幸書書革番各

斉田  東   1

●0000000

●00● ●00●

0● 000● ●●

0● ●000● 0

平

0● 0● 0● 00仄
記

号

00● 00● ●0

●00● ●00●

平

0● 0● 0● 00仄

記

号

共
　
十
　
　
阪
路
羊
腸
幾
百
回

乱
山
寒
削
空
中
剣

雪
ね桟
審
■
詩
裏
落

一言

毎
逢
奇
景
独
徘
個

彗
壁

最

面

率

田

煙
杯
帰
鳥
闇

来

落
日
凄
昌
ユ
菫
表
子
易
ｌ
ｏ

平

水

績

略

号

上
旱
１
０
灰

卜
宰
１
０
灰

去
声
２
９

』
立
ｉ
ｏ
灰

一人
声
１
１

■
平
ｌ
ｏ
灰

工至
戸
　
６

上
平
１
０
灰

●0● 0000●

000● ●00●

0● ●00● ●0

00● ●●000

●000● 00●

平

0● 0● 0● 00仄

記

号



●00● ●00●

●00● 000●

0● ●0● ●0●

o● 000● ●0

●●●●●0● 0

●000● 00●

平

0● 0● 0● 00仄
記

号

夫il:lili
O 支  H陽

考軍軍オオ軍キ今
0尭
書
5:尭
虔̀

番ォ今軍合,革杏‐711'3皇 :

番姜オ軍キ寺
^キ

‐65農
品
39虔

う吉毒オ吉平オ軍
2983711農

合キ平軍

'軍

革壽

`芸裏晨
:尭
書
71

00000000

●00● ●000

●●000000

00000● 00

0● 0● ●0● ●

0000● 00●

平

000● 0000仄
屁

号

装キ軍幸軍,委キ
`亮61尭
1.1

1::i美ii:
鵬藤  0冬 佳

今春卓革卓市吉革
斉冬徴   東

軍委吉軍軍各蓄卓

=  
威尤  東

:,i:美:::
口 支 0

声軍卓卓希軍幸各
7暑
彙ム
1尭
炭
61

共
十

四
　

一一十
六
廻
行
蜆
難

山
連
国
墓
幸
薔
ニ

雨
憾
盟
盤
確
落

顧

‥

絶
里
傷
盤
醤
口痕

十́
使

飛

流

捜

石

奔

桑
麻
鶏
犬
又
逢
村

口
省
星
等
確
盟
妹
髯
霊
累

　
旱
“
凛
　
１
３

菫

澤

瞳

蜃

磯

ル
省
工
墜
問
五
百
灘

施
Ｅ
諾
墜
偲
電
笙
残

侑
我
薬
英
玉
一盤

ュ幾

‥
‘

平

水

鑽

略

号

卜
平

１
３
一π

上
平

１
３
一π

入
声
１
４

上
平
１
３
一ル

ト
声

２
１

■
平
‥
３
一π

入
声
　
‥

“
●
ｔ
ｉ
３
一π

平

水

績

略

号

卜
平
１
４
栞

上
平
‥
４
栞

卜
を
戸
　
‘

μ
車
ｉ
‘
寒

入
声
１
０

卜
車
ｉ
４
寒

圭
台
戸
　
‘

レ
車
１
４
栞

其

十

一
一　
　
〓義
８
塚
塚
日
月
昏

百

菫
怪
賛
擦
天
立

昌
申
珍
Ｚ
餃
馬

昏

董

臣

値
丞

雷

こ

0● ●00000

●0● 0● 0● ●

0● ●00● ●0

平

0● 0● 0● 00仄

=

51         
号

●●00000●

0000000●

0000● 0● 0

●0000000

●0● 00● 00

●00● 000●

平

0● 0● 0● 00仄
記

号

共十六　榊鶴勒卿『　　　̈̈
畷端搬醐・・・　‥‥平水鑽略号

慇
鋼
蝠
鰊
蜆
躙
懺

共

十

五
　
　
一な
葺
群
峰
自
別
荻
　
　
　
　
　
き
毒
響
場
笛
子
仝
塚

僧
猛
一才沓
取
饉
外
　
　
　
　
人
菫
負
壼
轟
嬌
ロ

夢
理
星
霜
千
歳
短
　
　
　
　
一平
■
企
士

心
開

我
将
楊
鶴
尋
仙
去
　
　
　
　
　
玉
闊
徴
茫
未
可
琴
　
　
孟
星
１
５
　
　
‥

平

水

議

略

号

り“中　一一̈　］枷一　録出一　一̈・　一̈一　一̈い



共

十

七
　
　
千
重
雲
量
欝
薔
暁
　
　
　
　
　
一
路
盤
旋
入
九
質

人
者
似
型
野
識
啄
　
　
　
　
山
奇
バ
固
筆
難
描

夕
陽
間
送
坂
童
笛
　
　
　
　
夜
月
遷
間
天
女
語

葵
痣

最

街

発

　

　

馬
薔

書

蕃

瓢

孟

―

　

‐

平

水

猥

略

号

一暴ｒ̈』　　曇｝‐̈一　　曇中ｎ̈一　　轟中‐̈筋　　轟一‐̈藤　　］中‐２２一窯　　”｝‐”中

赫̈̈̈
　　　一曇ｒ̈一　　曇中］̈『　　一中中̈敗　　轟一̈
麟　　】｝‐７９６‐̈　　聾｝‐２６２２』

共
十

八
　
一二
十
里
程
幾
凸
凹
　
　
　
　
下
臨
碧
水
見
潜
餃

過
蓬
峡
桟
逸
山
腹
　
　
　
　
散
点
憔
家
出
樹
情

笙
諄
掟
捨
〓衆
仙
振
一　
　
　
　
　
鐘
蓉
０
艦
竺
薇厚
Ｒ

山
中
行
摘
覆
盆
子
　
　
　
　
　
火
食
人
間
値
笑
嘲

７嘉

１
８
　
　
‥
平
水

績
略

一一̈̈一　　一一一̈一　　一̈一̈一　　̈一̈̈一　　一一一̈。　　一一̈̈一　　一一‐̈一

認

共
十
九
　
　
天
小
織
容
一鳥
剛
　
　
　
　
　
翠
屏
挽
立
化
工
労

卿

瓢

躙

薗

轍

　

　

　

蜘

鰤

続

硼

癬

一度

１
９

　

‥

平

水

猥

略

号

い̈̈一　］一̈一　］［̈一　中̈一　呻̈一　一‐̈一　呻̈一

●000● 0● 0

00● 00● ● 0

0● 000● 00

平

0● 0● 0● 00灰

記

号

0● 000000

0● ●00● ●0

●0● ●●000

●00● ●000

000● ●●●●

0● ●00000

平

0● 0● 0● 00仄
記

号

●●●000● 0

0● ●00● 00

00000000

●00● 000●

0● ●00● 00

平

0● 0● 0● 00仄
記

号

●●000● ●0

●000● 00●

0● 00● 000

0● 000000

00● 0● 0● 0

000● ●00●

平

0● 000● 00仄
記

号

共

一
一
十

　

一当
顔
乱

缶
碧
嵯
暇

担
壕

馨

暑

暑

〓
量
檀
ス
離
峡

　

　

　

■

番

験

Ｒ
層
河

家
山
入
夢
路
猶
沓
　
　
　
　
雪
摯
Ｔ
萩

己
多

靡
璽

ζ

簾

盪

消

　

　

　

越

僣

百

算

敬

重

２
０

　

‐

平

水

鑽

略

下
平
　
，
陽

　
　

上
平
１
５
田
　
　
　
去
戸
１
５
　
　
　
　
入
声
　
３
　
　
　
　
入
声
１
１
　
　
　
　
下
平
　
５
■
一　
　

下
平
　
５
歌

轡̈一　聯̈̈
　岬̈一　岬̈
一　岬̈
尤　岬̈一　鸞一



共
十

一　
　
圧
泊
薇
輸
露
菫
ユ
家
　
　
　
　
　
椀
誕
一水
注
南
蔽
一

城
■
月
暗
狼
博
狸
　
　
　
　
喉
樹
雲
迷
桑
哺
蛇

自
古
無
人
能
跛
渉
　
　
　
　
　
由
来
此
地
遥
緊
華

・‥‘睾
僣
魔
重
到

　
　
　
千
撃
豊
幾
裏
心
養

２
１
　

‥
平
水
績
略
号

上
平
　
，
佳

　

　

入
声
１
１
　
　
　

入
声
１
７
　
　
　

■
平
　
―
東

　

　

上
平
１
０
灰
　

　

上
戸
２
５
　
　
　

下
平
　
６
麻

平
声
　
・　
　
　
　
０
宇
　
０
　
　
　
　
入
声
　
４
　
　
　
　
上
戸
　
４
　
　
　
　
芸
声
　
７
　
　
　
　
下
平
１
３
章
　
　
　
下
平
　
６
藤

下
平
　
８
庚

　

　

平
声
　
一　
　
　
　
入
声

６
　
　
　

去
声
２
８
　
　

　

下
平
　
７
腸
　

　

上
要
入

０
　

　

上
平

‘
支

■
ま
人
　
０
　

　

上
声
　
７
　
　
　
上
平
１
２
文
　

　

上
半
　
８
斉

　

　

平
声
　
・　
　
　
　
■
雲
入

０
　
　
　
下
平
　
６
麻

去
戸
　
４
　
　
　

上
戸
　
７
　
　
　

上
平
　
タ
ロ
　

　

上
平
１
１
栞

　

　

下
平
１
０
蒸

　

　

上
要
入
　
０
　
　
　
入
声
１
６

下
平
―
‥
尤

　

　

上
平
１
０
灰
　
　
　
上
声
　
４
　
　
　
　
去
声
　
４
　
　
　
　
上
戸
１
３
　
　
　
　
上
平
１
３
元
　
　
　
下
平
　
６
麻

上
平
１
５
日

　

　

下
平

９
脅
　

　

下
平
ｌ
ｌ
尤

　

　

入
声
１
６
　
　

　

下
平
―
―
尤

　

　

上
平
―
‥
真
　

　

去
声
２
０

下
平
　
，
先

　
　
上
平
　
２
冬
　
　
　
去
戸
―
‘
　
　
　
　
入
声
　
３
　
　
　
　
■
戸
　
５
　
　
　
　
■
平
　
２
冬
　
　
　
下
平
　
６
麻

共

廿

一一

ざ

　

軋

圧
慮
君
■
場
会
聾
石
　
　
　
　
　
一墜
間
産
雨
霧
螢
愁
案

鶴

里

螢

世

竃

　

　

　

些

舎

塁

畠

蔓

子
規

２
２

　

‥
，
平

水

韻

略

申̈一　申̈̈
　岬囀　一̈̈一　申｝　一中申　一】̈一

共
二
十
二
　
　
一↓
化
遍
聞
睾
騒
堡
戸
　
　
　
　
　
Ｔ
ｅ
２
興
気
総
均
平

山
中
己
布
新
村
制
　
　
　
　
土
俗
猶
呼
旧
駅
名

稚
子
扶
書
上
痒
学
　
　
　
　
老
翁
穿
袴
踏
雲
耕

墜
家
相
訪
無
他
語
　
　
　
　
　
先
賀
籠
頭
蕃
湯
静
“
子
滉
２
３
　
　
‥

平

水

餞

略

号

下
平
　
７
綺
　
　
去
声
２
２
　
　
　
　
去
声
１
７
　
　
　
　
上
平
１
２
文
　
　
上
平
　
タ
ロ
　
　
　
入
声
　
１
　
　
　
　
下
平
　
８
慶

下
平
　
１
先
　
　
上
平
　
４
支
　
　
去
声
　
４
　
　
　
去
声
　
５
　
　
　
上
戸

１
　
　
　
■
平
１
‥
真
　
　
下
平

３
庚

上
平
１
・ｏ
■
　
　
■
半
　
―
東
　
　
上
戸
　
‘
　
　
　
去
声

７
　
　
　
上
平
―
―
真
　
　
上
平
１
３
元
　
　
去
声

８

上
声
　
７
　
　
　
　
入
声
　
２
　
　
　
　
下
平
１
‥
尤
　
　
上
平
　
７
●
　
　
　
去
声
２
１
　
　
　
　
入
声
１
１
　
　
　
　
下
平

８
庚

去
声
　
‘
　
　
　
　
上
戸
　
４
　
　
　
　
０
宇
　
ｏ
　
　
　
　
上
平
　
６
魚
　
　
去
声
２
３
　
　
　
　
０
宇
　
０
　
　
　
　
入
声
　
３

上
戸
１
０
　
　
　
　
上
平
　
１
東
　
　
　
去
声
１
７
　
　
　
　
去
声
　
？
　
　
　
　
入
声
‥
Ｓ
　
　
　
　
上
平
１
２
文
　
　
下
平
　
８
慶

上
平
１
１
真
　
　
下
平

６
麻
　
　
去
声
２
３
　
　
　
去
声
２
３
　
　
　
■
平
　
７
●
　
　
下
平

５
歌
　
　
芸
声

―

上
平
　
‥
東
　
　
去
声
２
１
　
　
　
■
玉
入
　
０
　
　
下
平
‥
‥
尤
　
　
下
平
１
３
軍
　
　
上
戸
１
６
　
　
　
下
平

８
凛

000● ●000

000● ●00●

00● 00● ●●

00000● ●0

●0● 000● 0

000● ●00●

平

0● 0● 0000仄
記

号

00000000

●00● ●00●

00000000

00● 0● 0● 0

●000● 00●

平

0● 0● 0● 00仄
露

号

共
一一十
四
　
　
南
Ｉ
露
江
水
不
停
　
　
　
　
孤
第
吊
古
日
冥
冥

な́
埋
村
市
瓢
風
自
　
　
　
　
　
山
劃
天
空
騒
一田
青

百
雉
重
頭
菱
帯
闘
一　
　
　
　
　
千
年
断
隅
対
郵
亭

板
橋
認
得
徳
音
寺
　
　
　
　
　
石
を
老
彪
抵
至
肩

子
滉
２
４
　
　
‥
平
水
議

略
号

下
平
１
３
軍

　

　

上
戸
２
１
　
　
　
■
平

タ
ロ
　

　

上
平

３
江
　

　

上
戸
　
４
　
　

　

入
声

５
　
　

　

下
平
　
９
青

螂̈̈一　動̈一　榊一赫　］一̈一　卿̈嗜　申口ｍ　岬絆

●0● 00000

●00● 000●

●●●●●●00

0● ●00● ●0

0● 000000

●00● ●00●

平

0● 000● 00仄
記

号

●0000000

●00● 000●

●●000000

0● ●00● ●0

000● ●0● 0

0000● 00●

平

0● 0● 0● 00仄
記

号

53



共
一一十
五
　
　
奇
寒
彗
算
踵
姿
西
　
　
　
　
山
到
信
川
童
４
層

天
近
石
碧
混
理
由
　
　
　
　
寺
貫
■
△
多
バ
旧

入
雲
鳥
道
往
躍
返
　
　
　
　
隔
水
人
家
呼
欲
Ｅ

導

量

芦

窒

樹

　

　

　

農

需

班

姿

磐

■

麗

‥
ュ

　

‐

平

水

績

略

号

上
平
　
４
支

　

　

上
平
１
４
寒
　
　
　
入
声
　
９
　
　
　
　
入
声
　
０
　
　
　
　
上
声
１
７
　
　
　
　
下
平
１
０
蒸
　
　
　
下
平
１
０
蒸

二
平
Ｉ
Ｓ
臓

　
　

去
声
２
●
　
　
　
　
去
声
１
２
　
　
　
　
下
平
―
‥
尤
　
　
　
下
平
　
０
青
　

　

去
声
１
４
　
　
　
　
下
平
‥
ｏ
蒸

下
平
　
１
先
一　
　

去
声
‥
３
　
　
　
　
入
声
‥
１
　
　
　
　
下
平
‥
Ｓ
威
　
　
　
入
声
１
４
　
　
　
　
上
平
　
６
魚
　
　
　
上
声
　
′

去
声
　
４
　
　
　
■
７
‥
１
真
　

　

上
平
　
８
斉
　

　

上
戸
―
―
　
　
　

去
声
２
６
　
　
　
上
平
　
６
魚

　

　

下
平
１
０
蕪

入
声
１
４
　
　
　
　
■
平
１
２
文

　
　
上
戸
‥
７
　
　
　
　
上
戸
１
９
　
　
　
　
上
戸
２
２
　
　
　
　
■
平
　
４
支
一　
　
上
声
‥
３

入
声
―
‥
　
　
　
　
上
声
　
‘
　
　
　
　
上
平
‥
１
真
　
　
　
下
平
　
６
麻
　
　
　
上
平
　
７
菫
一　
　

入
声
　
２
　
　
　
　
下
平
１
０
蒸

入
●
１
０
　
　
　
　
芸
戸
　
，
　
　
　
　
■
平
　
２
冬
　
　
　
下
平
　
３
庚
　
　
　
去
戸
‥
７
　
　
　
　
上
戸
１
３
　
　
　
　
上
戸
　
？

下
平
１
５
取
　
　
　
上
平
　
５
餞
　
　
　
下
平
　
８
反

　

　

入
声
　
９
　
　
　
　
入
声
　
Ｓ
　
　
　
　
下
平
　
―
先

　

　

下
平
１
０
蒸

共
一一十
六
　

万
ζ
工議
翫
庄
頭
　
　
　
　
此
奇
誰
向
筆
端
収

天
澤
一一越
賃
西
堺
　
　
　
　
地
界
両
河
南
北
流

一
一興

墨

蒼

　
　
　
　
塵

事

一
象

深
山
別
有
富
源
在
　
　
　
　
　
輸
出
林
材
八
十
州

，駆

２
６

１

平

水

績

略

号

芸
声
１
４
　
　
　
　
入
声
　
３
　
　
　
　
下
平
　
１
先
　
　
　
上
平
　
２
冬
　
　
　
入
声
　
２
　
　
　
　
入
声
１
７
　
　
　
　
下
平
‥
１
尤

上
声
　
４
　
　
　
■
平
　
‘
支
　

　

上
平
　
４
支
　

　

芸
声
２
３
　
　

　

入
声
　
‘
　
　
　
上
平
１
４
寒

　

　

下
平
１
１
尤

下
平
　
‥
先

　

　

Ｉ
平
　
―
先

　

　

下
平
１
３
軍

　

　

入
声

８
　
　
　

■
平
　
―
東
　

　

上
早
　
３
斉
　

　

上
雲
入
　
０

去
声
　
４
　
　
　
　
去
声
１
０
　
　
　
　
上
声
２
２
　
　
　
　
下
平
　
Ｓ
歌
　
　
　
下
平
１
３
軍
　
　
　
入
声
１
３
　
　
　
　
下
平
‥
‥
尤

去
声
　
‘
　
　
　
　
下
平
　
３
庚

　

　

下
平
　
７
陽
　
　
　
下
平
　
―
先

　
　

上
戸
　
′
　
　
　
　
下
平
　
０
麻
　
　
　
入
声
　
‥

下
平
　
１
先

　
　

上
平
１
３
元

　
　

下
平
１
３
旱

　
　

芸
声
　
４
　
　
　
　
入
声
　
４
　
　
　
　
下
平
　
１
先

　
　

下
平
１
１
尤

下
平
１
２
侵
　

　

上
平
１
，
日

　

　

入
声

９
　
　
　

上
戸
２
５
　
　
　

去
声
２
６
　
　
　
上
平
１
３
元
　

　

上
戸
‥
０

■
平
　
７
虜
　
　
　
入
声
　
４
　
　
　
　
一卜
平
１
２
優
一　
　

上
平
１
０
灰
一　
　
　
入
声
　
３
　
　
　
　
入
声
‥
４
　
　
　
　
下
平
‥
‥
尤

駐

共
一一十
七
　
費
橿
虐
段
度
琴
奎
　
　
　
　
行
党
自
雲
稚
底
深

古
洞
暮
秋
霊
薬
長
　
　
　
　
寒
淵
日
夜
老
泄
吟

一握
換
奉
曇
医
多
少
　
　
　
　
　
黄
土
青
苔
人
古
今

一
汁
断
理
脊
火
冷
　
　
　
　
宣
公
朗
上
国
淋
淋

２麗

２
７
　
　
‐
平
水

猥
略
号

上
半
１
４
寒
　
　
　
上
平
　
１
東
　
　
　
上
平
　
４
支
　
　
上
声
‥
５
　
　
　
　
去
声
　
７
　
　
　
　
０
宇
　
０
　
　
　
　
下
平
１
２
曼

纂
‥轟
　
聯

ど
　
轟
ＨＴ
　
隷
神犠
　
轟
‐７
　
蝶
，絆
　
聯
】雄

聯
‐が
　
輝

犠
　
聯
‐根
　
畢
‐芦
　
錆
ｒ
炉
　
輝

鶴
　
聯
Ｈ″

砕

Ｆ
　
様
‐ぽ
　
議
＝
　

昇
２Ｌ
　
輝

％
　
聯
１２が
　
聯
”″

000● ●0● ●

●000● 00●

0000● 000

0● ●00● ●0

●●●000● ●

0000000●

平

0● 0● 0● 00仄
記

号

00● 0● 000

0● ●00000

00● ●000●

0000000●

000● ●000

0● ●000● 0

平

0● 0● 0● 00仄
記

号

0● ●●●000

000000● 0

000● 0● ●●

0000000●

●00● 000●

000000● 0

平

0● 0● 0000仄
記

号

0● 0● 0● 00

0● ●00● ●0

0000● 0● 0

●000● 00●

●000● 00●

00000● 00

平

0● 000000仄
記

号

共
一Ｔ
八
　

羊
腸
九
山
跨
鷹
鯵
　
　
　
　
仙
握
暉
壼
章
磯
沐

薇番
不
条
名
聾
東
北
　
　
　
　
　
」不
戸
餞
漬
走
四
南

清
猿
破
を
ど
一一峡
　
　
　
　
白
鶴
峡
煙
秋
一
澤

危
糧
托
身
政
葛
在
　
　
　
　
　
風
流
久
入
雅
人
談

ウ〓
一
２
３
　
　
‐
平
水

餞

略
号

下
平
　
７
陽
　
　
　
下
平
　
７
鵬

　

　

上
声
２
５
　
　
　
　
入
声
　
２
　
　
　
　
去
戸
２
２
　
　
　
　
一平
声
　
一　
　
　
　
Ｉ
半
１
３
軍

下
平
　
１
先
　

　

上
戸
２
３
　
　
　
上
平

２
冬
　

　

平
戸
　
・　
　
　
　
芸
声

５
　
　
　
去
声
　
８
　
　

　

下
平
‥
３
軍

よ
平
１
２
文

　
　

去
声

５
　
　
　
■
平
　
‥
東

　

　

上
平
　
‥
東

　

　

上
戸
　
４
　
　
　

■
平
　
１
東

　

　

入
声
１
３

■
声
　
４
　
　
　
　
下
平
　
８
庚
一　
　

０
宇
　
０
　
　
　
　
０
宇
　
０
　
　
　
　
上
戸
２
５
　
　
　
　
上
平
　
８
斉
一　
　

下
平
１
３
軍

下
平
　
８
庚

　

　

上
平
１
３
元

　

　

去
声
２
‥
　
　
　
　
去
声
　
１
　
　
　
　
入
声
　
６
　
　
　
　
下
平
１
３
軍
　
　
　
入
声
１
７

入
声
１
１
　
　
　
　
入
声
１
０
　
　
　
　
上
去
入
　
０
　
　
　
下
平
　
！
先

　

　

下
平
‥
‥
尤

　

　

入
声
　
‘
　
　
　
　
下
平
１
３
軍

よ
半
　
４
支

　

　

上
戸
１
５
　
　

　

入
声
１
０
　
　
　
上
平
１
１
真

　

　

平
声
　
）　

　

　

入
声
　
７
　
　
　

上
戸
‥
ｏ

■
半
　
１
東
　
　
　
下
平
１
１
尤
　
　
　
上
声
２
５
　
　
　
　
入
声
１
４
　
　
　
　
上
声
２
１
　
　
　
　
卜
軍
１
１
真
　
　
　
下
平
１
３
軍



共
一一十
九
　
清
泉
日
夜
満
茅
糖
　
　
　
　
冷
気
侵
人
難
久
滝

千
峰
連
一ム
冨
材
木
　
　
　
　
　
十
州
隔
海
貴
魚
塩

敦
翁
執
姐
衣
皆
窄
　
　
　
　
不
国
企
素
理
輩
洒

替
尋
栖
募

ョ

　
　
　
墜
畢
樹
密
相
幌
勇

２
９
　

‐
平
水

餞
略
号

管
中̈　欄占一　轡
般̈　鼎一̈̈
　辮２‐‐一一　岬
一̈　翻̈
中̈

幹
‐が
　
丼
れ
　

課
れ
　

聯
‐墨
　
聯
‐齢
　
辞
Ｈ
　

隷
２‐唯

下
平
１
２
晨
　
　
下
平
　
７
腸
　
　
去
声
２
６
　
　
　
上
戸
　
７
　
　
　
一人
声

４
　
　
　
去
声
２
１
　
　
　
下
平
‥
‘
増

共

〓一
十
　
高
下
桟
橋
翠
壁
颯
　
　
　
　
冷
冷
点
滴
透
征
杉

□
有
着
護
甚
廊
″　
　
　
　
登
有
一
山

〓
本
凡

奇
草
吐
芸
零
怪
石
　
　
　
　
妖
禽
呼
雨
官
長
杉

此
間
神
秘
不
容
語
　
　
　
　
　
長
使
行
人
口
黙
級

ヱ皮

３
１
　
　
‥
平
水
猥

略
号

一椰一　一卿］
］脚中　一椰一　姜椰ｍ　一卿一　一帥一

四
声

押
韻

一
起

す
一四
一一
〓

孤
平

平
声

一
２
枝

四
２
崖

四
２
崖

平
声

平
声
２３

江

不不

上
平
声
４

不

上
平
声

不

〓
２
穿

７
饉

二
６
忘
７
離

一７
朝
７
籐

一７
朝

上
平
声

不

上
平
声

不

上
平
声

上
平
声
６

0● 00● ●00

●00● ●0● ●

000● 00● ●

0● ●00● ●0

平

0● 0● 0● 00仄
記

号

0● ●00● 00

●●000000

0000● ●0●

平

0● 0● 0000仄

記

号

上
平
声

四
２
谷

四
６
カ

一
６
大

四
６
カ

五
２
檜

七
６
子

五
２
属

四
２
宿

五
２
鼎

四
２
宿

五
２
気

孤
仄
　
一　
一二
連
　
一

８

●

１３

八
６
吠

も
孤
仄

８

●

１３

８

●

１３

８

・

１４

55



不 不 不 不 不

一
２
来

五
２
高

五
６
狐

八
２
芸

五
６
狐

五
６
狐

７

気

一Ｔ
頭
２
雨

Ｔ

頭
２
雨

六
２
盗

一
２

二

６

〓
２

六

２

六
６
狗

二
６
色

六
６
狗

一
下
色

六
６
狗

二
３
鳥

八
６
病

五
２
桟

八
２
味

一６
棘

一２
棘

ハ
２
女

一
６
気

一
６
気

８

●

１４

８

●

・４

一も
孤
仄
ラ菰ラ            蜃6
限 仄 限              去

5    5          2
五 一 一 五 八 五     七   六 五 一 一 一 四 一 六
2  2     2     2  6  2
将 小  小  破 酒 隔

6
太

2     2
臨  嘉

2323

七
2
枕

2  2     2
四  憐

2  2     2
重 崖  重

六
２
例

一
２
気

四
２
匁

一
６
路

一
６
路

一
６
路

五
２
桟

六
６
太

平
三
連

出
又
山

８
ｏ
ｌ６

８

●

１６

８

ｏ

ｌ６

五
２
雨

も
孤
仄

江
③
去

戸
１７

戸 注
23④
去
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26    25    25    25    24   24    23    23    22   22    21    21    21

不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不

8

17

下
平
声
７

下
平
声

下
平
声

下
平
声

下
平
声
９

不 四 不 四 不 四

一 三 二 六 二  三 四 一 四 一  一 五 一  一 八 一  一 四 一    六  六
22666 22226 626 222 666   6 6
尽 近 万 欲 万  逮 劃 下 劃 処  均 挟 均  集 覚 集  有 噛 有    己  已

２
余

八
２
聞
２
余

一丁
生

六
２
中

ハ
２
間

五
２
雲

七
２
郷

８

ｏ

ｌ７

八
６
商

も
孤
仄

2322
州 侵 翁 州

８

●

１８

２
使

＊
注
記
欄
の
注
①
ｌ
④
は
、
平
仄
記
号
一
覧
中
の
次
の
箇
所
に
付
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。

注
①
、
其
四
の
第
五
行
第
七
字

注
②
、
其
九
の
第
三
行
第
四
字

注
③
、
其
十
人
の
第
六
行
第
四
字

注
④
、
其
十
九
の
第
五
行
第
二
字

印
刷
の
つ
ご
う
上
、
表
中
に
出
し
得
な
か
っ
た
こ
と
を
御
詫
び
す
る
。

（編
集
担
当
者
）

８

●

・７

ハ
２
土

六
６
古

六
２
土

〓
７
気

一
７
境

〓
７
気

二
６
気

〓
７
畔

三
２
峰

八
２
使

八
２
使

８

●

１８

８

●

１８



別
表
を
通
覧
し
、
三
十
韻
の
押
韻
の
抜
法
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
二
四
不
同
、

二
六
対
を
は
じ
め
、
七
言
律
詩
の
き
び
し
い
技
法
が
よ
く
整
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
明
瞭
で
あ
る
。　
そ
れ
は

「
諸
先
生
則
正
詩
稿
」
の
初
稿
よ
り
も
、
「漢
詩

稿
」
の
定
稿
の
方
に
一
層
確
実
に
現
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
其

一
、
其
三
、
其

四
な
ど
の
よ
う
に
、
初
稿
で
拗
体
で
あ

っ
た
が
、
定
稿
で
は
、
二
四
不
同
、
二

六
対
と
な

っ
て
い
る
。
推
敲
に
際
し
、
平
仄
に
意
を
用
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い

な
い
。
ま
た

一
見
、
初
稿
か
ら
定
稿
に
推
敲
し
た
際
、
せ
っ
か
く
整

っ
て
い
た
平
仄

が
崩
れ
た
よ
う
に
見
え
る
も
の
が
あ
る
。
其
五
の
場
合
、
第
五
聯
に
着
目
す
る

と
、
初
稿
の

「林
属
官
家
樵
路
細
」
は

「０
０
０
０
０
拶
け
」
、
定
稿
の
「金
鼎

猶
余
錬
丹
火
」
は

「０
０
０
０
黎
○
け
」、
改
稿
の

「炉
気
猶
錬
丹
火
」
は
「○

黎
○
○
鸞
○
鸞
」
と
な
る
。
と
も
に

「属
」
「鼎
」
「気
」
が
孤
仄
と
な
り
、
そ

の
改
善
が
な
く
、
そ
の
上
、
「樵
路
細
」
を

「錬
丹
火
」
と
改
変
し
た
た
め
に
、

「
丹
」
が
平
声
で
あ
る
の
で
、
二
六
対
が
消
え
、
不
粘
で
拗
体
と
な

っ
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。
し
か
し

「
丹
」
を
仄
声
の
他
の
漢
字
に
置
き
換
え
る
と
す
る
と
、

こ
の
箇
所
は
仄
三
連
と
な

っ
て
し
ま
う
。
す
な
わ
ち
、
仄
三
連
を
避
け
て
拗
体

と
し
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
技
法
の
種
類
に
よ
っ
て
、
軽
重

の
あ

っ
た
こ
と
は
、
其
四
、
其
十
九
に
お
い
て
、
孤
平
の
孤
仄
よ
り
粘
法
を
重

視
し
、
二
六
対
と
し
た
例
に
よ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

技
法
上
、
前
聯
と
後
聯
と
の
対
比
、
韻
字
に
お
け
る
第

一
韻
字
と
第
二
韻
字

の
問
題
、
平
水
韻
と
現
代
中
国
語
音
と
の
関
連
な
ど
触
れ
る
べ
き
点
は
、
な
お

多
々
あ
る
。

四

七
言
律
詩
と
い
う
律
を
重
視
す
る
漢
詩
の
世
界
に
あ

っ
て
、
平
仄
と
い
う
、

い
わ
ば
内
部
の
骨
格
の
観
点
か
ら
、
子
規
の
文
学
的
世
界
に
立
ち
入

っ
て
見
る

と
、
そ
こ
に
は
二
重
、
三
重
、
四
重
に
絡
ま

っ
た
高
度
の
技
法
の
存
在
に
気
付

ぐ
の
で
あ
る
。
そ
の
困
難
な
技
法
を
乗
り
越
え
て
、
思
い
切

っ
た
推
敲
を
試
み
、

明
治
二
十
五
年
三
月
二
十

一
日
に
内
藤
鳴
雪
の
批
評
を
う
け
、
四
月
二
十

一
日

に
、
竹
村
鍛
の
批
評
を
う
け
た
後
、
比
較
的
短
時
日
に
、
国
分
青
圧
の
手
に
届

け
ら
れ
る
ま
で
に
、
並
々
な
ら
ぬ
努
力
と
創
作
へ
の
意
欲
が
あ

っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
子
規
が
漢
詩
の
技
法
を
重
ん
じ
て
い
た
こ
と
は
、
明
治
二
十
九
年
「
日
本
人
」

注
７

に
発
表
し
た

「文
学
」
に
お
い
て
明
確
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

邦
人
の
漢
詩
を
作
る
に
韻
を
踏
み
平
仄
を
合
は
す
こ
と
形
式
的
の
技
術
た

る
を
免
れ
邦
人
の
支
那
音
を
解
せ
ざ
る
が
た
め
な
り
。
さ
れ
ば
詩
人
が
苦

み
て
形
式
的
に
完
全
な
ら
し
め
ん
と
し
た
り
と
て
其
詩
の
音
調
に
関
す
る

美
は
之
を
味
ふ
能
は
ざ
る
を
以
て
終
に
韻
を
廃
し
、
平
仄
を
廃
す
る
の
説

な
ど
起
る
に
至
り
た
り
。
韻
を
廃
し
平
仄
を
廃
し
而
し
て
漢
詩
の
特
色
と

し
て
残
る
所
の
者
は
何
ぞ
。
（中
略
）
平
仄
を
廃
す
る
程
な
ら
ば
何
故
に
韻

を
廃
せ
ざ
る
。
平
仄
と
韻
と
を
廃
す
る
程
な
ら
ば
何
故
に
仮
名
交
り
に
は

書
か
ざ
る
。

韻
と
平
仄
と
を
対
比
的
に
述
べ
な
が
ら
、
そ
の
肝
要
な
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

こ
の
技
法
に
満
ち
満
ち
た
漢
詩
に
対
し
、
内
藤
鳴
雪
は
其
九
に
対
し
て
高
い

評
価
を
与
え
な
が
ら

平
淡
中
高
至
味
是
為
慶
巻

注

８

と
評
し
、
竹
村
鍛
は
其
三
を
も

っ
と
も
高
く
評
価
し
な
が
ら
も

雅
兄
於
俳
句
則
己
入
於
平
淡
之
域
而
詩
則
歌
争
奇
於
字
句
之
間
浩
々
自
喜

僕
不
解
其
故
豊
俳
句
尚
平
淡
而
詩
以
奇
佐
為
高
乎
抑
将
雅
兄
己
極
俳
句
之

奥
妙
而
未
得
詩
家
之
三
味
也



批
判
的
に
子
規
の
漢
詩
を
捉
え
」
叫
・３か
た
や
漢
詩
に
対
す
る
、
か
た
や
俳
句
に

対
す
る
平
淡
の
評
が
子
規
に
対
し
寄
せ
ら
れ
た
。

子
規
の
文
字
上
の
展
開
点
に
お
い
て
、
こ
の
漢
詩
の
技
法
は
、
三
つ
の
重
要

な
問
題
を
内
包
す
る
。

一
つ
は
、
三
十
里
三
十
韻
三
十
首
が
醸
成
さ
れ
て
ゆ
く

ま
さ
に
そ
の
時
期
に
、
子
規
の
俳
句
開
眼
が
あ

っ
た
と
い
う
」
と６
ヽ
二
つ
に
、

俳
句
開
眼
を
機
に

「月
の
都
」
創
作
、
幸
田
露
伴
と
の
接
触
、
「
日
本
」
へ
の
登

場
と

一
ケ
月
き
ざ
み
に
進
展
し
て
い
っ
た
、
そ
の
最
中
に
、
岐
岨
雑
詩
三
十
首

初
稿
が
完
成
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
三
つ
に
複
雑
な
漢
詩
技
法
の
対
極
点
に

俳
句
が
存
在
し
、
そ
の
両
極
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
創
作
を
推
進
し
て
ゆ
く
、
そ

こ
に
子
規
の
言
う

「
詩
人
ト
ナ
ラ
ン
コ
ト
フ
欲
ス
」
（明
治

二
十
五
年

五
月
四

日
虚
子
宛
書
簡
）
こ
と
の
真
意
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
、
以
上
の
三
項
で
あ

る
。
か
く
て
新
聞

「
日
本
」
に

「
か
け
は
し
の
記
」
（螺
子
）
、
「類
祭
書
屋
俳

話
」
（額
祭
書
屋
主
人
）
、
「岐
蘇
雑
詩
三
十
首
」
（不
如
帰
斎
主
人
常
規
）
三
種

の
異
な

っ
た
文
学
形
態
の
発
表
を
試
み
、
文
学
活
動
を
開
始
す
る
の
で
あ
る
。

付
記
。
漢
詩
の
平
仄
検
出
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
沖
電
気
の

〓

∞
ｏ
ｏ
８
ｏ
一
２

い０
に

富
∽
第
二
水
準
の
漢
字
が
装
備
さ
れ
た
後
に
、
「
∽
第

一
水
準
の
漢

字
デ
ー
タ
ー
と
合
成
し
て
公
表
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
電
子
計
算
機
操
作
上

の
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
沖
電
気
関
西
支
社
、
同
ス
ペ
ー
ス
ｉ
ｆ
所
長
石
橋

康
生
氏
ほ
か
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
、
同
橋
田

一
郎
氏
の
懇
切
な
助
力
を
得
た
。

本
稿
は
昭
和
五
十
七
年
度
文
部
省
科
学
研
究
助
成
費

一
般
研
究
Ｃ
の
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注
注
１
、
拙
稿

「子
規
短
歌

・
長
歌
・
旋
頭
歌
各
句
索
引
」
∩
大
阪
成
瞑
女
子
短
期
大
学

研
究
起
要
」
二
十

一
号
、
昭
和
五
十
九
年
二
月
）

注
２
、
「新
字
源
』
（角
川
書
店
）
を
デ
ー
タ
ー
作
戦
の
基
礎
資
料
と
し
た
。
現
代
中
国

語
音
に
つ
い
て
は
、
「新
華
字
典
』
『中
日
大
辞
典
』
『漢
字
詞
典
』
を
参
照
し
た
。

注
３
、
「風
」去
声

一
送
韻
は

「ほ
の
め
か
す
、
暗
唱
す
る
」
の
意
、
「瞭
」
は
通
例
上
声

十
九
皓
韻
、
大
雨
、
に
は
た
づ
み
の
意
、
下
平
声
四
豪
韻
は

「涼
倒
」
（落
ち
ぶ
れ

た
様
子
）
と
熟
合
し
た
時
に
使
う
。

注
４
、
渡
部
勝
己

「正
岡
子
規

「岐
蘇
雑
詩
三
十
首
」
の
初
案
に
つ
い
て
」
令
愛
援
大

学
紀
要
」
（人
文
科
学
）
第
十
三
巻
）

注
５
、
渡
部
勝
己

『
子
規
全
集
』
第
八
巻

。
漢
詩
新
体
詩
、
解
題
六
九
一
頁
。
昭
和
五

十

一
年
七
月
。

注
６
、
拙
稿

「正
岡
子
規
の
俳
句
開
眼
へ
の
過
程
」
∩
俳
句
文
学
館
起
要
」
第
二
号
、

昭
和
五
十
七
年
九
月
。）

注
７
、
「子
規
全
集
』
第
十
四
巻
評
論
日
記
所
収
。
明
治
二
十
九
年
十
月
五
日
発
表
。

注
８
、
「子
規
全
集
』
第
九
巻
初
期
文
集
脚
注
に
よ
る
。
（五
七
七
頁
、
五
七
五
頁
）

注
９
、
「城
南
評
論
」
第
二
号

（明
治
二
十
五
年
四
月
二
十

一
日
発
行
）
∩
子
規
全
集
』

第
四
巻
俳
論
俳
話

一
所
収
。）中
の

「向
井
去
来
」
に
お
い
て
、
子
規
は

「去
来
は
温

厚
篤
実
の
君
子
に
し
て
道
徳
上
間
然
す
る
所
な
き
が
故
な
る
べ
し
。
是
れ
即
ち
芭
蕉

の
彼
を
愛
せ
し
所
以
に
し
て
且
つ
彼
が
蒼
老
洗
錬
な
る
俳
句
を
造
出
し
て
平
談
中
に

至
味
を
寓
せ
し
所
以
な
り
。」
と
述
べ
る
。
内
藤
鳴
雪
の
評
が
深
く
内
在
し
て
い
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
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